
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

TEL.   06-6374-4329   河川グループ統括 増田 尚弥 

Mail:  masudany@newjec.co.jp 

 

●流域治水対策、減災対策（マイタイムライン、リスク分析、対策、効果分析） 

●ダム高度化運用検討（カーボンニュートラル、事前放流、発電活用）、AI を用いたダム流入予測 

●洪水予測システム構築 

●降雨発生要因分析（気象シミュレーション、気候変動による影響分析） 

●氾濫シミュレーション（外水氾濫、内水氾濫、都市部の複合型氾濫） 

●地下空間の浸水解析 

●H-ADCP 断面流量観測システム 
●ビデオ画像を用いた河川表面流速計測 

●河床変動解析 

●ダム貯水池堆砂シミュレーション 

●堆砂・濁水ハイブリッドシミュレーション技術 

●バイパス排砂システム 

●ゲート排砂システム（連携排砂） 

●ダム貯水池等の水質解析 

●水環境や水辺空間整備に関する環境評価 

●砂防えん堤計画・設計 
●堤防の安全性評価（浸透流解析）・対策設計 

●河川構造物の耐震照査・対策設計 

●BIM/CIM モデルを活用した 3 次元設計 

●大型水門設計 

●水理模型実験 

●河川環境保全に関わる計画・設計（動植物生息場の保全、多自然川づくり） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（https://www.newjec.co.jp/注目技術） 

 

◆画像解析手法を用いた流量観測 

（映像と AI による河川流量の自動 

観測システム（Hydro-STIV）の開発  

土木学会 技術開発賞） 

※ハイドロ総研との共同開発 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆地下空間浸水解析シミュレー 

ション 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

◆ダム降雨予測及び事前放流検討 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

河川グループでは、国民が安全に安心して暮らすことができる豊かな社会の実現を 

目指し、雨が降って河川を経て海に流れでるまでの河川流域内を対象に、河川防災 

・河川環境・河川利用に関わる調査・計画・設計・解析・分析等の業務を実施して 

います。近年では、気候変動の影響等による水災害の激甚化・頻発化に対して、 

被害の軽減、ハード・ソフト対策等、流域治水に関係する様々な業務にも多く取り 

組んでいます。 

1/30secの画僧 

2/30secの画僧 

3/30secの画僧 

動画のフレームは 1/30sec 

検査線の長さ 

時

間 

この縞の勾配を読み取

れば流速がわかる 

気象業務支援 

センター 

米国国立環境予測 

センター 

WRFによる

ダム流量の予

測雨量の計算

を自動で開始 

ダム管理所 

LAN 

 

 
 

流入量の検討 

結果の閲覧 
判断支援 

https://www.newjec.co.jp/
https://www.newjec.co.jp/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


